　人権問題に関する府民意識調査　クロス集計の考え方　
I. 設問×属性
○各設問と回答者の属性（性別・年代別・職業別）のクロス集計を行う。
II. 設問×設問
○次の視点から、設問間のクロス集計を行う。

　視点１　過去の人権問題の学習経験が、現在の人権意識にどのような影響を与えているか。
　　
・「問８－１　人権意識を高めるうえでとくに役に立った（いちばん印象に残っている）」　　問８－２　その分野・形式」で回答された各研修が、本当に差別意識の解消に役立っているかを分析する。
　⇒クロス対象設問　問１・問２・問３・問４・問13・問14・問15・問15－１・
問16・問16－１・問17・問18－２・問19・問20・問25

　視点２　同和地区に対する差別意識（負のイメージ）が形成される要因はなにか。
　
・問14で同和地区に対してマイナスイメージを持っている人について、問14－1で
回答されている以外に、どのような要因が関係しているかを分析する。
　　　　⇒クロス対象設問　問9・問10・問13－1・問19・問２８

　視点３　同和問題に関する人権意識と、他の人権課題や差別に対する意識との間に差異はあるか。
・問14で同和地区に対するマイナスイメージを持っている人について、他の人権課題に
対する意識に関する設問とクロスさせ、その意識の傾向に差があるかどうかについて分析する。
　　　　⇒クロス対象設問　問１・問２

　視点４　同和問題に関する差別意識がなくならない理由と、同和問題を解決するために
　　　　　効果的な方策との関係性
　　
・問13－１で差別がなくならない理由を問う設問と、同和問題を解決するために効果的
だと思う施策や対応に関する設問をクロスさせ、その関係性について分析する。
　　　　⇒クロス対象設問　問20

　視点５　人権問題に対する意識と実際の行動パターンとの関係性
　
・問１及び問２において人権意識問題に関する意識が高いと見てとれる回答者について、　　そうした意識が実際の行動に結びついているかどうかを分析する。
　　　　⇒クロス対象設問　問４・問17

　視点６　結婚における問題意識と他の差別事象との関係性
・問３において、気になることに「国籍・民族」・「障がいの有無」・「宗教」と回答した人について、問１の回答とのクロスをかけることにより、結婚問題の場合と他のケースによって、人権上の意識に差異があるかどうかを分析する。
・また、問３において、「同和地区出身者かどうか」を選択した人について、同和問題に関する他の事象について、同様の差別意識を有しているかどうかについて分析。
　　　　⇒クロス対象設問　問４・問15・問18－２

　視点7　住宅を選ぶ際、同和地区の物件を避ける意識を有する者と、同和問題に
関する差別がなくならない理由との関係性
・問4において同和地区の物件を避けると回答した人について、同和問題に関する差別意識がなくならない理由とのクロスをかけることにより、問5で回答されている以外の要因が考えられないかについて分析する。
　　　　⇒クロス対象設問　問13－1
資料３








